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◊✲⫼ᬒ 

㏆ᖺ、᭷ᶵ↓ᶵハロゲン化㖄ペロブスカイトが㧗い光

㟁変᥮及びⓎ光効⋡から太㝧㟁ụ、Ⓨ光ダイオード(LED)、

光᳨出器などの光㟁Ꮚデバイスへのᛂ⏝化がᮇᚅされὀ

┠を㞟めている。CH3NH3PBU3単⤖ᬗは、低㜈値で⮬↛ᨺ

出増ᖜやレージングなどの㠀⥺ᙧⓎ光⌧㇟がほ される

が、そのメカニズムはいまだ᫂らかでないⅬが多くある。 

ᮏ◊✲では、㧗いⓎ光㔞Ꮚ収⋡を♧す CH3NH3PbBr3ペ

ロブスカイトᚤ⤖ᬗを作〇し、フェムト⛊㢧ᚤ㐣Ώ吸収

⿦⨨を⏝いてホットキャリアダイナミクスをほ した。 

 ᐇ㦂᪉ἲ 

㓑㓟㖄(ჟ)三Ỉ和≀ 100 mg/mlをガラス基ᯈにキャスト

し、60ႏで 30分乾⇱させ⤖ᬗ[1]をᚓた。フィルムを⮯化

メチルアンモニウム⁐ᾮ (Methylammonium Bromide / 

Isopropanol 5 mg / mL)に 12᫬㛫ₕけ、⬺Ẽ乾⇱し、⤖ᬗ

をᚓた。劣化を㜵ぐためᴟ力✵Ẽにゐれさせず❅⣲下で

⾜った。CH3NH3PbBr3 ⤖ᬗを㢧ᚤ㙾下で㐣Ώ吸収 ᐃを

⾜った。㐣Ώ吸収 ᐃではフェムト⛊再⏕増ᖜ器 

(Solistice, Spectra-Physics, 800 nm)からの➨二㧗ㄪἼ,およ

び㠀同㍈パラメトリックⓎ᣺器からのシグナル光(540 

nm)を励㉳光、パラメトリックⓎ᣺光の和周Ἴ(480 nm)を

ほ 光とし、光Ꮫ㐜ᘏ台を㏻して㢧ᚤ㙾(IX71, Olympus)

に同㍈にᑟいた。ほ 光はバンドパスフィルターを㏻し

た の ち 、 モ ノ ク ロ CCD(pike-F032B, Allied Vision 

Technologies)にᑟいて信号取ᚓを⾜った。 

⤖ᯝと⪃ᐹ 

作〇したペロブスカイト⤖ᬗにᑐして、フェムト⛊レー

ザー光(400 QP)を↷ᑕし、モノクロ CCDを⏝いてⓎ光⏬

像をほ すると、FLJ.1(a)に♧すようにⓎ光し、レーザー

ᙉᗘを上げると、FLJ.1(b)に♧すように⤖ᬗ➃の一㒊でᙉ

くⓎ光を♧した。このⓎ光が㠀⥺ᙧⓎ光⌧㇟にᑐᛂする。

ḟにこの⤖ᬗにᑐして励㉳Ἴ㛗 400 QP、540 QPで励㉳さ

せ、キャリアᣲ動をẚ㍑した。㐣Ώ吸光ᗘイメージング

⤖ᯝを FLJ.2に♧す。400 QP励㉳によるホットキャリア

⏕ᡂ᫬のダイナミクスとẚべ、540 QP励㉳᫬ではブリー

チ信号が 2 SV⛬ᗘで㎿㏿にᾘኻした。 

Ⓨ⾲ではこれらのキャリアᣲ動にᑐするᩘ値ィ⟬⤖ᯝ

とともにホットキャリアの㠀⥺ᙧⓎ光へのᙳ㡪について

㆟ㄽする。 

 

(a)                (b) 

   

FLJ.1 EPLVVLRQ LPaJe RI CH3NH3PBU3beORZ (0.18 PW) (a) aQd 
abRYe (0.26 PW) (b) WKe WKUeVKROd.  

 

 
 Fig.2 Femtosecnd transient absorbance images and 
timeprofiles of CH3NH3PBU3 microcrystals excited at 400 
(green solid line for time profiles) and 540 nm (red solid 
line for time profiles) 
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